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Subject Gender Ａgｃ Diagnosis RchabiliIalion[day］ Ｐ３、】yZcdsidc Walkinglevel
Ａ Fｅｍａｌｅ 6８ BTaininfm℃Ｉ ・４７４５ right T-Cane,ＭＡＦＯ
Ｂ Ｍａｌｅ 7２ BrainhemorThage 1735 right T-CaIBe,ＳＬＢ
Ｃ Fｅｍａｌｅ 5３ BTainhemoTThagｅ 1120 ｌｅｆｔ T-Cane,ＭＡＦＯ
、 Ｍａｌｅ 6５ BTaininfaTcI 621 ｌｅｆｔ O-Cane,ＭＡＦＯ
Ｅ Ｍａｌｅ 7３ Braininfmcl 568 lefi T-Cane,ＭＡＦＯ
Ｆ Fｅｍａｌｅ 8６ BTainhemoTrhagC 314 left T-Cane,Nom-Blace
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Fig.11は歩行中の特徴が大きく現れると考えられる踵接地及び爪先離地に着目しrFr解析を行
った結果である。今回踵接地時の大腿部傾斜角度夕Ｈと、踵接地から次の踵接地までの間隔ＨＨ、
爪先離地時の大腿部傾斜角度ａＴという特徴点を抽出し解析を行った。被験者Ａにおいては夕H、
ＨＨにおいて大きなパワーは検出されなかったことから、麻庫側踵接地は非常に安定しているこ
とが確認された。一方夕Tにおいても大きなパワーは検出されなかった。麻庫側爪先離地は健側の
踵接地の特徴を反映していると考えられ、従って健側踵接地も安定していると考えられる。一方
被験者Ｄ及びＧにおいては、被験者Ａと比較しぬ、ＢＴにおいてＯ～0.2Hzに大きなパワー
が検出され、麻痩側踵接地及び爪先離地（健側踵接地）時の角度が低周波で変化しているこ
とが確認された。またＨＨにおいてもＯ～0.2Hzに大きなパワーが検出され、低周波で踵接地
の間隔が変化していることが確認された。麺麺ｍｍｍｍ０麺麺汕阿ｍｍ０却却、、、卯０
［Ｎ、ご画凹のつ］】２房。凸［Ｎ、ご卸団・己］■２房◎四
(夕H）
(夕T）
［Ｎ、亘咄］』凹彦◎円
(HH）
００．２０．４０．６０．８１００．２０４０．６０．８１００．２０．４０．６０．８１
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６．結論
体幹・大腿・下腿各部に加速度センサ及びジャイロセンサを装着するウェアラブル活動計測シ
ステムを開発した。センサ出力及びデジタルビデオ画像との同時記録により性能評価を行った結
果、本システムにより姿勢及び歩行速度が高精度で計測可能であることが確認された。
次に上記ウェアラブルシステムを用いて､高齢者４名を対象とし各自宅で２～３時間の活動計測
を行った。計測結果より、本システムは立位・座位・臥位・歩行の４種類の姿勢分類のみならず、
姿勢変化の頻度を用いた活動解析、姿勢変化時の角度を用いた起立動作能力の評価、歩行中の各
部角度変化を用いた歩行姿勢や安定`性の詳細解析が可能であることが確認された。上記計測はこ
れまで病院施設内の限られた環境下で行われ、得られたデータが被測定者の実際の能力を反映し
てない等の問題があった。しかし曰常生活下において詳細に活動・動作を記録可能な本システム
を用いることで、曰常生活における実際の状態を評価できると考えられる。
一方リハビリテーション時における患者の動作を計測した結果より、健常高齢者のような体幹
前傾運動による反動を用いた起立動作が行えているか否か、また歩行中においてどのような姿勢
変化を行っているかを詳細に記録することができた。歩行と神経活動には深い繋がりがあること
から、本システムはリハビリテーションの神経系に対する治療効果を評価できる可能性が高い。
上記計測はこれまで床反力計と大掛かりな光学的計測装置を必要とし、また検査室という緊張か
ら自然な動作を引き出せないといった問題があったが、本ウェアラブルシステムを装着し通常の
リハビリテーションを行うだけで患者の詳細な情報を得ることが可能であり、非常に実用化の可
能性が高い。
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学位論文審査結果の要旨
平成１７年１月２５曰に第１回学位論文審査委員会を開催し、提出された学位論文及び関係資料について
詳細に検討した。更に平成１７年１月２５曰に行われた口頭発表後、第２回学位論文審査委員会を開催し、
慎重に協議した結果、以下の通り判定した｡一
本論文は、高齢者やリハビリテーション患者の定量的かつ詳細な活動解析を目的とし、ウェアラブル（携
帯型）という実用上理想的な形態を用いた活動計測システムの開発と、その応用研究を行ったものである。
従来のビデオ撮影法等を用いた手法においては､データ解析や装置構成の煩雑さなどの問題が残されていた。
そこで計測原理については、加速度センサ及びジャイロセンサを用いて体幹・大腿・下腿の各部の重力方向
に対する角度を計測するという新たな手法を提案し、その計測精度を実験的に確認している。次に小型デー
タロガーを用いたウェアラブルシステムの開発を行い、高齢者の曰常生活下の活動計測を行うと共に、脳卒
中片麻痒患者を対象としたリハビリテーション中の活動計測を病院施設にて実際に行うことにより、システ
ムの有用性を確証している。
以上のように、本研究は近年重要性が高まりつつある高齢者の活動性維持と脳卒中患者の早期リハビリ
テーション治療において、活動評価・治療・活動再評価のサイクルの的確な実施を可能とする新たなシステ
ムを開発しており、今後の医療・福祉工学分野に多大に寄与できるものである。よって、本論文は博士（工
学）に値すると判定する。
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